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■
30
年
度
第
2
回
理
事
会
を
開

催
（
東
京
・
後
楽
園
で
）

全
市
連
は
11
月
12
日
（
月
）、
平
成
30
年
度

第
2
回
理
事
会
を
後
楽
園
・
林
友
ビ
ル
で
開
催

し
た
。
出
席
は
理
事
36
名
・
監
事
計
2
名
の
計

38
名
。
ま
た
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
の
猪
島
康

浩
課
長
及
び
牛
尾
光
課
長
補
佐
並
び
に
業
務
課

の
田
口
護
企
画
官
に
御
出
席
頂
い
た
。

【
会
長
挨
拶
】

西
垣
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
効
率
的
な
加

工･

流
通
体
制
の
整
備
、
大
ロ
ッ
ト
需
要
先
へ

の
供
給
体
制
の
整
備
等
を
目
指
す
森
林
・
林
業

再
生
プ
ラ
ン
策
定
か
ら
9
年
が
経
過
し
、
木
材

市
場
の
役
割
も
そ
ろ
そ
ろ
か
、
と
い
う
時
期
も

あ
っ
た
が
、
8
月
の
正
副
会
長
・
支
部
長
会
議

の
際
に
、
林
野
庁
を
表
敬
し
、
牧
元
長
官
及
び

本
郷
次
長
と
お
話
を
し
て
、政
策
提
言
を
行
い
、

10
月
に
は
、
林
業
・
木
材
中
央
6
団
体
で
共
同

行
動
宣
言
２
０
１
８
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
感
じ
ま
す
こ
と
は
、
山
元
へ
の
利
益
の
還

元
の
重
要
性
で
す
。
木
材
の
持
つ
価
値
を
最
大

限
実
現
し
て
、
一
円
で
も
多
く
山
元
に
お
返
し

し
て
、
循
環
型
社
会
形
成
に
寄
与
す
る
と
い
う

使
命
は
木
材
市
場
し
か
果
た
せ
な
い
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
全
国
各
地
の
会
員
・
支

部
の
声
を
く
み
上
げ
、
連
盟
の
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
等
と
述

と
連
携
し
て
い
る
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
を
対
象
。
最
近
、
労
働
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
未
然
防
止
た
め
安
全
対
策
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
す
る
。」
等
、
挨
拶
と

情
報
提
供
を
頂
い
た
。

・
更
に
、
同
木
材
産
業
課
牛
尾
光
課
長
補
佐
か

ら
、
生
産
流
通
構
造
改
革
促
進
事
業
（
効
率

的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
支
援
）
の

ス
キ
ー
ム
等
、
平
成
31
年
度
木
材
産
業
課
関

連
の
予
算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ
い
て
、
情

報
提
供
を
頂
い
た
。

【
質
疑
・
意
見
交
換
】

林
野
庁
の
説
明
等
に
関
連
し
、
質
疑
意
・
見

交
換
を
行
っ
た
。
主
な
項
目
と
し
て
は
、「
①

Ｃ
Ｌ
Ｔ
ラ
ミ
ナ
製
造
の
設
備
等
の
課
題
②
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て
③
国
有
林
の
シ
ス
テ

ム
販
売　

目
的
・
相
手
方
選
定
因
子
等
に
つ
い

て
④
長
期
大
ロ
ッ
ト
の
新
た
な
販
売
と
中
小
に

配
慮
し
た
販
売
委
託
に
つ
い
て
⑤
外
国
人
労
働

者
導
入
の
考
え
方
に
つ
い
て
⑥
林
道
と
土
地
収

用
法
等

【
情
勢
報
告
・
業
務
運
営
】

用
意
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
事
務
局
よ
り
次

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
、ご
了
解
を
頂
い
た
。

①
平
成
30
年
夏
・
秋
自
然
災
害
被
害
状
況
等

②
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）
③
共
同
行

動
宣
言
２
０
１
８
④
林
業
・
木
材
産
業
関
係
税

制
及
び
金
融
に
つ
い
て
の
要
望
⑤
外
国
人
受
入

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
⑥
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習

会
・
資
格
更
新
等
⑦
需
給
情
報
共
有
活
用
対
策

事
業
⑧
Ｃ
Ｗ
法
関
連
資
料
（
登
録
状
況
）
⑨
岡

野
健
氏
グ
リ
ー
ン
賞
受
賞
⑩
未
来
投
資
戦
略
等

の
概
要
⑪
建
築
基
準
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
⑫
知

事
会
（
国
産
材
活
用
Ｐ
Ｔ
）
概
要
⑬
平
成
29
年

木
材
需
給
表
⑭
中
国
木
構
造
設
計
規
範
改
訂
・

韓
国
違
法
伐
採
法

べ
た
。

【
林
野
庁
挨
拶
・
情
報
提
供
】

・
猪
島
康
浩
林
野
庁
木
材
産
業
課
長
か
ら
、

「
豪
雨
、
台
風
及
び
地
震
被
害
へ
の
御
見
舞

い
、
国
と
し
て
復
旧
等
に
支
援
し
て
い
く
。

平
成
29
年
の
木
材
需
給
表
が
公
表
さ
れ
、
自

給
率
が
36
・
1
％
と
な
っ
た
。
森
林
経
営
管

理
法
が
成
立
し
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
」が
ス
タ
ー
ト
。
国
有
林
に
お
い
て
も
、

長
期
大
ロ
ッ
ト
に
よ
る
木
材
供
給
の
制
度
を

検
討
中
。
国
産
材
供
給
4
千
万
㎥
に
向
け
、

木
材
市
場
の
中
間
土
場
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

等
の
役
割
に
期
待
。
人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
新
設
住
宅
着
工
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る

中
、
こ
れ
ま
で
外
材
が
使
わ
れ
て
い
た
用
途

で
の
国
産
材
使
用
に
向
け
て
取
り
組
む
。
平

成
31
年
度
予
算
に
お
い
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
向
け
た
事
業
費
を
要
求
し
て
お

り
、
市
場
の
支
援
・
協
力
を
。」
等
に
言
及

し
た
挨
拶
を
頂
い
た
。

・
田
口
護
林
野
庁
業
務
課
企
画
官
か
ら
、「
審

査
基
準
の
統
一
等
シ
ス
テ
ム
販
売
ル
ー
ル
を

変
更
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
各
森
林
管

理
局
で
説
明
会
を
行
う
。
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
、
10
年
～
数
十
年
の

長
期
大
ロ
ッ
ト
の
国
有
林
材
の
新
た
な
供
給

シ
ス
テ
ム
を
検
討
中
。
国
有
林
に
お
い
て
、

増
加
が
見
込
ま
れ
る
供
給
量
の
中
で
、
川
下

理事会西垣会長挨拶
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【
新
規
加
盟
者
】

こ
の
度
、
当
連
盟
に
新
規
加
盟
申
し
込
み
の

あ
っ
た
①
上
吉
野
木
材
協
同
組
合
②
桜
井
木
材

協
同
組
合
③
〝
株
式
会
社
菅
生　

菅
生
銘
木
市

場
〟
④
奈
良
県
銘
木
協
同
組
合
⑤
中
吉
野
木
材

市
売
協
同
組
合
⑥
吉
野
製
材
工
業
協
同
組
合　

吉
野
材
セ
ン
タ
ー
の
6
社
・
協
同
組
合
等
に
つ

い
て
、
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

奈
良
県
内
の
木
材
市
場
の
全
て
が
当
連
盟
の
会

員
と
な
ら
れ
た
。

【
そ
の
他
】

①
次
回
理
事
会
の
日
程
に
つ
い
て
、
平
成
31
年

3
月
11
日
（
月
）
開
催
が
提
案
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

②
台
風
19
号
、
20
号
及
び
24
号
に
よ
っ
て
、
会

員
市
場
の
施
設
に
被
害
報
告
の
あ
っ
た
関
東

支
部
、
北
陸
支
部
、
近
畿
支
部
及
び
九
州
支

部
対
し
て
、
連
盟
か
ら
お
見
舞
い
金
を
送
る

こ
と
に
つ
い
て
、
提
案
・
了
承
さ
れ
た
。
な

お
、
7
月
の
豪
雨
で
被
害
の
あ
っ
た
中
国
支

部
及
び
四
国
支
部
へ
の
御
見
舞
い
金
贈
呈
に

つ
い
て
は
、
8
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
正
副

会
長
支
部
長
会
議
に
お
い
て
了
承
さ
れ
、
見

舞
金
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も

報
告
さ
れ
、
了
承
を
得
た
。

【
講
演
会
】

議
事
終
了
後
、（
一
社
）
日
本
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
前
川
洋
平
主
任
専
門
調

査
員
に
「「
発
電
利
用
に
供
す
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
証
明
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
適

切
な
運
用
に
向
け
て
」
と
題
し
て
お
話
し
頂
い

た
。

概
要
は
、

1
．
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
の
紹
介

・
２
０
１
２
年
6
月
林
野
庁
が
「
発
電
利
用
に

供
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定
（
原
則　

認
定
団
体

に
よ
り
事
業
者
認
定
を
受
け
た
認
定
事
業
者

が
証
明
書
発
行
）

・
バ
イ
オ
マ
ス
協
会
に
よ
る
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成

2
．ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
関
す
る
指
摘（
総

務
省　

行
政
評
価
・
監
視
で
の
指
）

・
誤
っ
た
燃
料
区
分
を
適
用
し
て
納
入
し
て
い

た
事
例

・
証
明
書
と
根
拠
書
類
を
入
手
し
な
か
っ
た
、

証
明
書
を
作
成
し
な
か
っ
た
事
例

・
証
明
書
の
記
載
内
容
が
不
十
分
だ
っ
た
事
例

・
現
地
調
査
で
の
事
案（
認
定
団
体
認
識
不
足
、

認
定
団
体
と
し
て
の
適
性
維
持
、
証
明
書
一

括
発
行
、
月
締
め
証
明
書
発
行
等
）

3
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
関
す
る
工
夫
事

例
・
認
定
団
体
間
の
認
定
棲
み
分
け
・
連
携
し
燃

料
材
供
給
者
管
理
を
徹
底

・
燃
料
供
給
取
り
ま
と
め
者
に
よ
る
証
明
連
鎖

の
確
認
等

4
．
分
別
管
理
や
証
明
連
鎖
の
確
認

・
由
来
の
明
確
化

・
由
来
の
定
義

・
分
別
管
理
の
イ
メ
ー
ジ
等

5
・
よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）

■
全
国
優
良
木
材
展
示
会
―
東

海
木
材
相
互
市
場

遠
山
景
一
氏
（
ヒ
ノ
キ
天
然
木
）
に
農
林
水

産
大
臣
賞

当
連
盟
主
催
の
全
国
優
良
木
材
展
示
会
は
11

月
16
日
（
金
）、
東
海
木
材
相
互
市
場
・
大
口

市
場
（
丹
羽
郡
大
口
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
、・
猪
島
康
浩
林
野
庁
木
材
産
業
課

長
、
宮
澤
俊
輔
中
部
森
林
管
理
局
長
及
び
愛
知

県
農
林
水
産
部
林
務
課
山
本
剛
久
課
長
ほ
か
。

出
品
材
は
、
国
有
林
材
（
木
曽
ヒ
ノ
キ
材
、

人
工
林
ヒ
ノ
キ
材
等
）
及
び
民
有
林
材
合
せ
て

約
3
、０
０
０
㎥
。

開
会
に
当
た
り
、
全
市
連
の
西
垣
泰
幸
連
副

会
長
（
西
垣
林
業
社
長
）
が
、「
本
展
示
会
は
、

全
国
の
優
良
木
材
の
Ｐ
Ｒ
と
需
要
拡
大
の
た
め

全
市
連
が
長
年
に
わ
た
り
、
関
係
各
位
の
御
協

力
の
も
と
に
開
催
。
今
後
、
全
国
各
地
の
木
材

関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
国
産
材
の
安
定
需
給

体
制
づ
く
り
を
進
め
、
林
業
、
木
材
産
業
の
健

全
な
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。
全
市
連

と
し
て
も
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
及
び
利
益
の

山
元
へ
の
還
元
等
の
課
題
に
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
。」
旨
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

猪
島
木
材
産
業
課
長
等
か
ら
入
賞
者
に
農
林

水
産
大
臣
賞
、林
野
庁
長
官
賞
等
を
贈
呈
し
た
。

ま
た
、
天
然
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
競
り
に
先
立
ち
、

宮
澤
中
部
森
林
管
理
局
長
か
ら
挨
拶
を
頂
い
た

後
、
競
り
が
行
わ
れ
た
。

民
有
林
材
の
審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り（
敬

称
略
）。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞　

遠
山
景
一
（
ヒ
ノ
キ

天
然
木
２
４
０
年
生
90
㎝　

5
ｍ
）
▽
林
野
庁

長
官
賞　

山
根
金
一
、（
株
）
フ
カ
ミ
▽
愛
知

県
知
事
賞　
（
株
）
河
本
材
木
店
、
鈴
木
慧
子

▽
中
部
森
林
管
理
局
長
賞　
（
有
）
北
村
木
材

店
、
大
富
部
喜
彦
▽
全
木
連
会
長
賞　

大
桑　

透
、山
根
謙
治
▽
全
市
連
会
長
賞　

中
原
林
業
、

柴
田
昭
治
▽
全
買
連
会
長
賞　

鈴
木
康
夫
、
鈴

木
耕
治
。

式
典
終
了
後
は
、
快
晴
の
も
と
全
国
か
ら
約

２
７
０
名
の
買
方
が
集
ま
り
、
活
発
な
競
り
が

行
わ
れ
た
。
国
有
林
材
等
優
良
材
は
、
関
係
者

が
見
守
る
中
で
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
セ
リ
が
行

わ
れ
、
最
高
値
の
ヒ
ノ
キ
天
然
木
に
は
２
３
０

万
円
／
㎥
の
高
値
が
つ
い
た
。
更
に
農
林
水
産

大
臣
賞
の
ヒ
ノ
キ
天
然
木
に
は
、
１
０
０
万
円

／
㎥
の
高
値
が
付
い
た
。

表彰の様子農林大臣賞受賞材



（3）平成30年12月 1 日� 　（第728号）全　市　連　時　報
■
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開

催平
成
30
年
10
月
18
日
、
広
島
市
に
お
い
て
、

木
材
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
第
53
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
が
「
木
を
つ
な
ぐ
～
神
々
の

時
代
か
ら
、
現
在
（
い
ま
）
そ
し
て
未
来
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、

全
木
連
、
全
木
協
連
会
員
、
牧
元
林
野
庁
長
官
、

湯
崎
広
島
県
知
事
、
地
元
国
会
議
員
等
の
来
賓

を
含
め
、
約
７
５
０
名
が
出
席
し
た
。
議
事
で

は
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用
拡
大
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
に
向
け
た
取
組
、
新
た
な
木
材
需

要
創
出
の
た
め
の
技
術
開
発
、
木
材
産
業
振
興

の
た
め
の
予
算
確
保
、
合
法
木
材
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
制

度
普
及
等
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
を
全
会
一

致
で
決
議
し
た
。
記
念
講
演
は
、
出
雲
大
社
千

家
和
比
古
権
宮
司
が
講
師
を
務
め
た
。
表
彰
式

で
は
、
吉
条
良
明
前
全
木
連
会
長
及
び
市
川
英

治
前
全
市
連
会
長
等
退
任
団
体
長
に
感
謝
状

が
、
全
市
連
推
薦
と
し
て
押
本
雅
壽
氏
（
丸
宇

（
ウ
）
燃
料
材　

燃
料
材
の
国
内
生
産
量
は
６

０
３
万
7
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
５
７

万
9
千
㎥
（
35
・
4
％
）
増
加
し
た
。
燃
料

材
の
輸
入
量
は
１
７
６
万
4
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
て
41
万
4
千
㎥
（
30
・
7
％
）
増
加

し
た
。

（
3
）
木
材
自
給
率　

平
成
29
年
の
木
材
自
給

率
は
36
・
1
％
で
、
前
年
に
比
べ
て
1
・
3

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

■
秋
の
叙
勲

平
成
30
年
11
月
3
日
（
土
）
発
令
の
秋
の
叙

勲
に
お
い
て

坂
東
正
一
郎　

氏
（
前
全
木
協
連
会
長
・
埼

玉
県
木
材
協
会
会
長
）
が
旭
日
中
綬
章
を
、
前

田
直
登　

氏
（
林
業
協
会
会
長
・
元
林
野
庁
長

木
材
市
売
（
株
））
に
全
木
連
会
長
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
関
係
者
で
は
、
亀
山

正
義
氏
（
新
東
京
木
材
商
（
協
））、
名
田
健
吾

氏（
神
戸
木
材
市
売（
協
））、小
林
方
之
氏（（
株
）

福
山
中
央
木
材
市
場
）、
島
村
武
氏
（
熊
本
木

材
（
株
））
に
全
木
連
会
長
表
彰
状
を
、
金
子

利
雄
氏
（（
株
）
宇
都
宮
総
合
木
材
市
場
）、
丹

羽
耕
太
郎
氏
（
名
古
屋
木
材
（
株
））、
山
下
薫

氏
（
真
庭
木
材
市
売
（
株
））、
矢
崎
実
氏
（
新

東
京
木
材
商（
協
））に
林
野
庁
長
官
感
謝
状
が
、

飯
島
義
雄
氏
（
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
））

に
全
木
協
連
会
長
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

■
平
成
29
年
木
材
需
給
表
公
表

林
野
庁
は
、
平
成
30
年
9
月
に
平
成
29
年
木

材
需
給
表
を
公
表
し
た
。
概
要
は
、
以
下
の
と

お
り
。

1
．
木
材
需
給
の
概
要

（
1
）
木
材
需
要　

平
成
29
年
に
お
け
る
木
材

の
総
需
要
量
は
8
、１
７
２
万
2
千
㎥
と

な
っ
た
。
前
年
に
比
べ
て
３
６
４
万
5
千
㎥

（
対
前
年
増
減
率
（
以
下
同
じ
。）
4
・
7
％
）

増
加
し
た
。

（
ア
）
用
材　

平
成
29
年
に
お
け
る
用
材
の
総

需
要
量
は
7
、３
６
１
万
1
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
て
１
６
６
万
9
千
㎥
（
2
・
3
％
）

増
加
し
た
。

こ
の
内
訳
を
み
る
と
、
製
材
用
材
は
2
、

６
３
７
５
万
㎥
で
前
年
に
比
べ
22
万
㎥

（
0
・
8
％
）
増
加
し
、
合
板
用
材
は
1
、０

５
３
万
8
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
29
万
㎥

（
2
・
8
％
）
増
加
し
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ 

用
材
も
3
、２
３
０
万
2
千
㎥
で
前
年
に
比

べ
68
万
3
千
㎥
（
2
・
2
％
）
増
加
し
た
。

用
材
の
輸
出
量
は
２
６
１
万
4
千
㎥
で
、
前

年
に
比
べ
て
50
万
2
千
㎥
（
23
・
8
％
）
増

加
し
た
。
こ
の
う
ち
、
丸
太
は
97
万
1
千
㎥

で
、前
年
に
比
べ
32
万
1
千
㎥
（
49
・
3
％
）

増
加
し
た
。

（
イ
）
し
い
た
け
原
木　

平
成
29
年
に
お
け
る

し
い
た
け
原
木
の
総
需
要
量
は
31
万
1
千
㎥

で
、
前
年
に
比
べ
て
1
万
7
千
㎥
（
5
・

2
％
）
減
少
し
た
。

（
ウ
）
燃
料
材　

燃
料
材
の
総
需
要
量
は
７
８

０
万
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
９
９
万
3
千

㎥
（
34
・
3
％
）
増
加
し
た
。

（
2
）
木
材
供
給　

平
成
29
年
の
国
内
生
産
量

は
、
2
、９
５
２
万
8
千
㎥
と
な
っ
た
。
前

年
に
比
べ
て
２
３
８
万
7
千
㎥（
8
・
8
％
）

増
加
し
た
。
輸
入
量
は
５
、２
１
９
万
4
千

㎥
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
２
５
万
8
千
㎥

（
2
・
5
％
）
増
加
し
た
。

（
ア
）
用
材　

平
成
29
年
に
お
け
る
用
材
の
国

内
生
産
量
は
2
、３
１
８
万
1
千
㎥
で
、
前

年
に
比
べ
て
82
万
6
千
㎥
（
23
・
7
％
）
増

加
し
た
。

こ
の
内
訳
を
み
る
と
、
丸
太
は
2
、２
９

１
万
6
千
㎥
で
74
万
51
千
㎥
（
3
・
3
％
）

増
加
し
、
林
地
残
材
は
26
万
5
千
㎥
で
8
万

5
千
㎥
（
47
・
2
％
）
増
加
し
た
。

用
材
の
輸
入
量
は
5
、０
４
３
万
㎥
で
、

前
年
に
比
べ
て
84
万
4
千
㎥
（
1
・
7
％
）

増
加
し
た
。

こ
の
内
訳
を
み
る
と
、
丸
太
の
輸
入
量
は

４
６
６
万
6
千
㎥
で
35
万
3
千
㎥
（
△
7
・

0
％
）
減
少
し
、
木
材
製
品
の
輸
入
量
は

4
、５
７
６
万
4
千
㎥
で
１
１
９
万
7
千
㎥

（
2
・
7
％
）
増
加
し
た
。

（
イ
）
し
い
た
け
原
木　

平
成
29
年
に
お
け
る

し
い
た
け
原
木
の
国
内
生
産
量
は
31
万
1
千

㎥
で
、
前
年
に
比
べ
て
1
万
7
千
㎥
（
△

5
・
2
％
）
減
少
し
た
。

振興大会　全木連鈴木会長挨拶
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目
ご
と
に
、
減
点
方
式
で
審
査
し
た
。
審
査
結

果
は
、
以
下
の
と
お
り
。

①
都
知
事
賞
：（
有
）
東
部
産
業

②
産
業
労
働
局
長
賞
：
東
北
木
材
（
株
）、（
有
）

老
川
賢
吉
商
店
、
坂
本
商
店
、
厚
沢
部
林
産

工
業
（
株
）、
久
万
広
域
森
林
組
合

③
都
木
連
会
長
賞
：
上
大
木
材
産
業
（
株
）、

協
和
木
材
（
株
）、
沓
澤
製
材
所
（
株
）、
沼

崎
製
材
所
、
本
宮
木
材
（
株
）。

式
典
で
は
、
ご
来
賓
挨
拶
の
後
、
市
川
東
京

木
材
市
場
（
株
）
社
長
か
ら
「
展
示
会
開
催
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
へ
の
感
謝
、
秋
需

の
真
只
中
、
今
こ
そ
国
産
材
需
要
拡
大
の
好
機

で
あ
り
、
品
質
・
規
格
の
担
保
さ
れ
た
優
良
国

産
材
の
一
層
の
お
買
い
上
を
」
等
の
謝
辞
・
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ

た
。■

『
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０

１
８
』

（
最
優
秀
賞
は「
江
東
区
立
有
明
西
学
園
」（（
株
）

竹
中
工
務
店
ほ
か
））

第
4
回
目
と
な
る
「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２

０
１
８
」
の
の
３
９
３
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）、
優
秀

賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）、
奨
励
賞
（
審
査
委
員

長
賞
）
の
25
点
が
最
終
選
出
さ
れ
た
。
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
「
江
東
区
立
有
明
西
学
園
」
は

都
市
部
で
の
大
規
模
な
学
校
施
設
の
木
構
造

化
・
木
質
化
の
実
現
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
実
践
な
ど
木
質
化
に
よ
る
学
習
環
境
の

向
上
、
地
域
産
業
の
伝
承
、
感
性
教
育
を
見
事

に
融
合
さ
せ
た
質
の
高
い
施
設
づ
く
り
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。
優
秀
賞
に
は
、「
い
わ
き
Ｃ
Ｌ

Ｔ
復
興
公
営
住
宅
」（
ふ
く
し
ま
Ｃ
Ｌ
Ｔ
木
造

建
築
研
究
会
「
木
あ
み
」）、「odai

」（
宮
川
森

林
組
合
）、「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
自
律
分
散
型
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（VUILD

株
式
会
社
）
な
ど
、
建
築
・
空
間
・

建
材
・
部
材
、
木
製
品
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
技
術
・
研
究
の
分
野
か
ら
幅
広
く
選
出
さ

れ
た
。「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
は
、
木
で
暮

ら
し
と
社
会
を
豊
か
に
す
る
モ
ノ
・
コ
ト
を
表

彰
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
顕
彰
制
度

で
、
10
月
25
日
に
は
、
３
９
３
点
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
１
８
９
点
が
「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

２
０
１
８
」
に
選
出
さ
れ
た
。
12
月
6
日
（
木
）

～
8
日
（
土
）
に
は
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」

東
展
示
場
で
開
催
さ
れ
る
日
本
最
大
級
の
環
境

展
示
会
「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８
」
内
に
設
置
さ

れ
た
「『
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
８
』
ブ
ー

ス
に
て
上
位
賞
作
品
展
示
と
共
に
入
賞
作
品

（
パ
ネ
ル
展
示
・
一
部
現
物
・
映
像
）
も
一
挙

に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、表
彰
式
、

受
賞
作
品
の
詳
細
や
制
作
背
景
に
あ
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
受
賞
者
、
審
査
委
員
が
語
る
テ
ー
マ
別

セ
ミ
ナ
ー
、「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
２
０

１
８
」
と
受
賞
者
の
記
念
撮
影
な
ど
、
木
づ
か

い
の
先
進
的
な
取
組
を
見
て
、
聞
い
て
、
体
験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

（
詳
細
は
、「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会

会
場
変
更

平
成
31
年
2
月
15
日
（
金
）
及
び
2
月
16
日

（
土
）
開
催
予
定
の
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習

会
東
京
会
場
の
開
催
場
所
が
、
都
合
に
よ
り
木

材
会
館
（
東
京
木
材
問
屋
協
同
組
合
：
１
３
６

―

０
０
８
２ 

東
京
都
江
東
区
新
木
場
１
―

18
―

８ 

木
材
会
館
）
7
階
ホ
ー
ル
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
超
常
現
象
の
番
組

を
放
送
し
て
い
た
。
米
国
で
の
Ｕ
Ｆ

Ｏ
に
つ
い
て
、
証
拠
の
な
い
与
太
話

が
科
学
的
検
証
も
な
い
ま
ま
、
マ
ス

コ
ミ
等
に
よ
っ
て
拡
散
し
、
あ
た
か

も
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
多

く
の
人
々
に
信
じ
ら
れ
、
政
治
問
題

と
な
り
多
額
の
国
費
が
浪
費
さ
れ
て
ゆ
く
過
程

が
事
実
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
判
り
易
く
検
証

さ
れ
て
い
た
。
政
府
を
信
用
し
な
い
と
い
う
米

国
の
国
民
性
も
関
係
し
て
い
る
が
、
悪
意
あ
る

い
は
、
一
方
的
な
思
い
込
み
に
よ
る
報
道
の
在

り
方
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
主
義
）
と
表
裏
の
関
係
に

あ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
木
材
に
つ
い
て
も
、
デ

マ
・
風
評
に
よ
る
被
害
は
、
い
く
つ
か
思
い
当

た
る
。
マ
ス
コ
ミ
あ
る
い
は
〝
み
ん
な
が
言
っ

て
い
る
〟
こ
と
が
、本
当
に
正
し
い
の
か
否
か
、

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
判
断
で
き
る
素
養
を
身

に
着
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
太
陽

系
外
か
ら
や
っ
て
き
た
天
体
・
人
工
物
が
科
学

的
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た（
過
去
形
）。２
０
１
７
年
10
月
人
類
史
上
初

め
て
、
太
陽
系
外
か
ら
や
っ
て
き
た
天
体
が
ハ

ワ
イ
の
天
体
望
遠
鏡
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
オ

ウ
ム
ア
ム
ア
と
命
名
さ
れ
た
。
そ
の
形
状
は
長

さ
約
４
０
０
ｍ
、
幅
約
40
ｍ
と
葉
巻
の
よ
う
な

形
、
自
然
の
天
体
と
し
て
は
か
な
り
奇
妙
。
そ

の
軌
道
は
双
曲
線
、
す
な
わ
ち
太
陽
系
の
外
か

ら
や
っ
て
き
て
、
太
陽
に
近
づ
き
、
通
り
過
ぎ

て
去
っ
て
い
く
開
い
た
軌
道
。
何
ら
か
の
信
号

が
出
て
い
な
い
か
観
測
が
行
わ
れ
た
が
信
号
は

発
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
観
測
か

ら
自
然
の
小
天
体
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、

太
陽
系
か
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ

り
、
こ
れ
以
上
詳
し
い
観
測
は
難
し
そ
う
だ
。

雑 記 帳

官
）
が
瑞
宝
重
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
合
板
の
日
記
念
式
典

11
月
3
日
「
合
板
の
日
」
を
前
に
、
平
成
30

年
11
月
2
日
（
金
）
に
東
京
都
新
木
場
タ
ワ
ー

に
お
い
て
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
２
０
０
人

余
が
出
席
し
た
。
当
日
は
、
神
谷
文
夫
セ
イ
ホ

ク
技
師
長
が
合
板
産
業
の
発
展
へ
の
多
大
な
ご

功
績
に
よ
り
、
林
野
庁
長
官
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
①
国
産
厚
物
構
造
用
合
板

の
新
た
な
製
品
開
発
及
び
用
途
開
発
②
さ
ら
な

る
新
製
品
の
開
発
と
普
及
活
動
③
国
産
材
利
用

促
進
へ
の
多
大
な
貢
献
な
ど
。
ま
た
、そ
の
後
、

京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
、
五
十
田
博
教
授
に

よ
る「
実
大
実
験
に
見
る
合
板
耐
力
壁
の
挙
動
」

と
題
し
て
、〝
住
宅
の
真
の
性
能
が
ど
の
よ
う

に
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
合
板
を
使
う
こ
と
に
よ

る
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
〞
等
に

つ
い
て
、
動
画
を
多
用
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。
更
に
、
全
国
合
板
一
枚
・
作
品
コ
ン
ペ

実
行
委
員
会
浅
田
茂
裕
委
員
長
（
埼
玉
大
学
教

授
）
か
ら
合
板
一
枚
コ
ン
ペ
入
賞
作
品
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
。

■
第
63
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））

（
有
）
東
部
産
業
に
都
知
事
賞

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
（
渡
辺　

昭　

会

長
）
と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）

は
10
月
4
日
（
木
）
に
、
東
京
木
材
市
場
株
式

会
社
（
市
川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良

木
材
展
示
会
を
開
催
し
た
。
10
月
3
日
（
水
）

に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い
て
は
、
14
社
２
０

５
㎥
の
製
材
品
に
つ
い
て
、「
寸
法
、
技
術
、

表
示
・
結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
」
な
ど
の
項


